
＜ 初夏のみずべ公園 ～⑤さくらに来る虫たち ＞
し ょ か

５月９日ひたち野うしく小３年生と、16日１年生とのみずべ公園の生きもの観察、今回はさくらと、
かんさつ

そこに来た虫たちの紹 介です。
しょうかい

ヤマザクラの果実がだいぶふく
か じ つ

らみ、赤く色づき始めたものもあり

ました。ヤマザクラの“さくらんぼ

”ですね。同じさくらといっても、実
み

のつきかたや大きさ、色などだいぶ

違いがあります。くらべてみましょ
ちが

う。熟した果実は鳥が大好きで、ち
か じ つ

ょっとした色の差も区別できるので
さ く べ つ

しょう。うちの庭のサクランボも、
にわ

熟した順に食べていかれました。
じゅく

幹に目をうつすと、
みき

いましたいました。お

なじみのヨコヅナサ

シガメです。まだ、

おおぜいでかたまって

います。成 虫と
せいちゅう

幼 虫とまじってい
ようちゅう

て、中には羽化の
う か

最 中のものもいまし
さいちゅう

た。

何ザクラだったか、うっかり確認しませんでした
かくにん

が、葉が赤く縮れているさくらがありました。これは
は ちぢ

サクラハチヂミフシとよばれている虫こぶで、ア

ブラムシが産卵し繁 殖することでつくられたもので
さんらん はんしょく

す。中を開くと、たくさんのアブラムシがいます。６

月にヨモギに移りすみ、秋にまた、さくらに戻ってく
うつ もど

るそうです。 【理科支援員：宮内】
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色づき始めた、ヤマザクラの果実。
かじつ

ヤマザクラの幹のく
みき

ぼみに、ヨコヅナサ

シガメ。羽化中のも
うかちゅう

のも（右）。

サクラハチヂミフシ(サクラコブアブラムシによる虫こぶ)。


